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神奈川県議会議員
す　　だ

須田こうへい
県政レポート

| 住民サービス強化につながる、新しい自治体構想を!!
衆 議 院 選 挙 に 先 立 つ9 月

、
神 奈 川 県 議 会 の 本 会 議 一 般 質 問 に て｢ 道 州 制｣ を テ ー マ に 収 り 上 げ ま し た

、

現 在
、

横 浜 市 で は 市 の 権 限 を 強 化 す る｢ 特 別rl 治 市 構 想| が 議 論 さ れ て お り ま す が
、
県 全 体 と し て 住 民 サ

ー ビ ス が 低F し て: し 却 っ な い よ う､ 広 域 自 治 体 と し て の あ り 方 も あ わ せ て 議 論･ 研 究 し て い く べ き と 考 え ま す
。

大 阪 市 で は｢ 大 阪 都 構 想｣ が 提 案 さ れ
、

最 終 的 に 住 民 の 民 意 で あ る 住 民 投 票 に よ っ て 否

決 さ れ ま し た が
、
そ の 間 の 議 論 に よ っ て 広 域 自 治 体･ 政 令 市 に お け る 二 重 行 政 の 多 く が 解

消 し ま し た
。
こ の 点 こ そ が

、
須IEI こ う へ い の 考 え る 統 治 機 構 改 革 の 政 策 的 効 果 で す

。
桔 論 と　

ー 。

し て 現 行 制 度 を 維 持 す る 形 で あ っ て も､ 有 識 軒 の 匈| 見 を 活 か し､ 現 状 の 課 司 が 拍 出 さ れ
、　 ‥

‥ ‥'
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行 攻 現 場 で 修'IE が 図 ら れ る の で あ れ ば
、

十 分 な 行 財 政 改 革 の 効 果 が 得 ら れ ま す
。

コ ロ ナ 禍 に お い て は
、

医 療 提 供 体 制 の 構 築 や 翫 気 回 復 策 な ど 優 先 す べ き 様 々 な 行 政 課 題 が あ り ま す
。

ま たrl ｀年 に 一度 の 有 事 に お い て は
、

県 と し て も 積 極 財 政 に 転 じ
、｢ い の

ち｣ と｢ く ら し｣ を し
っ か

り と 守
っ て い

く

べ き で あ り ま す 。し か し
、
そ の ひ と つ ひ と つ の 施 策 に 莫 人 な 税 金 が か か り

、
将 来 世 代 の 負 担 と も な る 以 上

、
限

り あ る 財 源 が 適 切 に 配 分 さ れ
、

住 虻 サ ー ビ ス の 強 化 に も つ な が る よ う､ 新 し い 自 治 体 構 想 や 広 域 巡 携 の あ

り 方 に つ い て も
、

本 県 と し て 継 続 的 な 研 究 ・議 論 を 続 け
、

国 に も 働 き か け て い く べ き と 考 え ま す
。

| 公約実現!!｢民意×データ｣でヨコハマ新時代を創る!
8月の横浜市長選挙で、立憲民主党推薦の山中竹轟氏が当選し、カジノ誘致が撤幽されました。県政に

とっても彬響は大きく、黒岩知事も新市長の方針に全面的に賛向しました。また、私自身も選挙公約で｢ 横

沼への力沁り配賦反対｣ を擾ぽXL鮭りましたので、殆 れてL 公約生現｣となりました。

11本は冊界的に見てもギャンブル等依存症の推計患者数が高く、IRカジノの有無に

関わらず、本県としてギャンブル等依存症対策には引き続き取り紺む必要があります。

IR 誘致問題の良きレガシーとして、ギャンブル等依存症対策の強化に取り組みます。
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本 会議でも取り上 げ、宵一少年 の健令 育 成の観点 から、教育 委員 会との連 携 等についても質 疑しました。

抜 沃 新市 政iこおいては丿 クチン接 種 会場 の整 備も進み､E& 望 生る着 年 削 く～a9 才μ) 皆 様 は深 夜 で7

も接 種 することができるよ釧こなりま;､な､⊆れ牒変 舛株り 感染 が、若い
‥111;

代 に特に 郵､ とヽりうデＴ 夕に基 ダ

いたものです 。県におい ても｢か ながわＩｃＴ･データ利 活川 推進 計 画｣ を定 め、収り組みを進めています。一

般 貫 問や総 務 政 策常 任 委 員 会でも｢質 の高い県 民サ ービスを 支えるデー タの利活 川について｣ を質疑し、

研 修 方法 の改 善やビッグデータ利 活 川での 産･官･学の 連携について提 言いたしました。



｜｢見える化｣で中学校完全給食実施率向上を加速!
文敦委員会に所jlJiした令和2年度、今年度の本会議-‥-般質問で｢中学校給食の

実施率|句上｣を本会議で質疑しました。横浜市では今年度より業者聚配達弁j･!|で

ある｢ハマ弁｣が学校給食法|この給食と位置付けられましたが、利用率は2割粍度

と低迷しています。利用者口捺？ある[生徒魏､べ¬３ ぼり中学校完全着食り窯施。

率は全国坐痘8 丘3％に対し。j座金皿県｡は3X 盤止全扱量上位です。その上、国の

調査では実際に何人が給食を食べているかの把挫を行わないこととなりました。
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そこで、本会議で鳩施率の｢見える化｣を撮言し、神奈川県教育菱刈会独自で給食についての刊胚･|二

徒数の調査、公表を失現させました。データは継続的な蓄積、正確な比較分析が出来てこそ利活用につ

ながります。また、情報公開されることで自然と改善の機運が醸成されていきます。引き続き、積極約な情

轍公開を地じて､住民目線での政治、特に子育て11t代の声を反映させた政治を実現させてまいります。

1 1 1 中新市長は｢中学校給食の全員喫食｣を日指す方針を表明しました。センター方式、自校調理方式、

小学校との親子方式など址域事情にあわせた給食導入の未来を期待したいと思います。

ＩＷＩＴＨコロナ時代、がん治療のさらなる運用改善を!

j

=

，
●卜=i ，

( こｙ Ｊ)こ。＿

2020 年にがんと診断された方は昨年より9,２％減少しました。新型コロ

ナウイルス感染症の彬響によりがん検診の受診者が減った彬響が大きく，

今後,進fH, たがん(り発M,と死も率り増加が蕪念されます。

がんはF 甲一期発見JI‾?,期治療) が重要であり，コロナ禍においてもそ

の必要性は変わりません。本会議でこの問題についても収り上げました。

横浜市旭区にある｢県立がんセンター｣も入院患者数が11.4 ％低下しており、重粒子線治療(i-ｒock)

の利川数も目標値には届いていないことから、地域とのネットワーク強化や一層の広報活動が必嬰です。

再質問では、患者の負担が少ないﾐF 術ロボッT卜｢ダビンチ｣も対象部位が拡大し、肺がんﾐ｢1術等にも活川

されることが示されました。今後とも人材青成を進めていただき、旭区が誇る県有施設として、一削の利活

川を求めていきたいと思います。また、県立がんセンターは新型コロナ感染症治療において｢カクテル療法

拠点病院｣として患者を受け入れています。がん患者の皆様にとって、がんセンターは｢最後の砦｣であり、

皿汀Ｈ２ロナ時代においても治疸が浬札ることのなりよう､連川改善を提言してまいります。

| 提案実現11誰ひとり取り残さない新型コロナウイルス対策を
本 会議 一般 質 問で｢ 誰 ひとり取り残 すことのない 新 型コロナウイルス対 策｣ を取り上 げ 、その巾で 検 査

体 制の拡 充 、とりわけ 抗 原 検 査キットの有効 活 用を 訴えました。

抗 原 検 査令外 は 釦 分ほどで陽性 反 応が 検出されるなめ。熱り ある方 が 通 勤･勇 学 前lこ利 用 する環境

を整冴ることが。感染 拡 大防 止につながります。神奈川 県 でも現 行のワクチン接 種 年 齢 未 満 の了-ども達に

配布す る事 業を行っておりました。しかし、幼 稚 園･児童福 祉 施設などに 在籍していない未 就学 児 や、県外

の小 学 校等に在 籍している児童 等は 対象になっておらずｊ ‾取り残されている子ども｣がいる状況でした。

本 会 議の一 般 質問で 、少しでも多くの県 民 に施策が1,11くよう提 言し、ご 家庭 からの求 めに応じてキットを

配布するよう裴ｉ Ｌ求しか９提言が実現し、黒岩知事

丿拗=|ふ よ

｢政策提案型｣の活動を今後も続けてまいります。
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| 県有地売却問題で成果!!｢公平・公正な政治｣の実現へ
政治に不止は決してあってはなりません。県有地売却問題につい

て本会議で収り上げ、神奈川新皿卜読売新聞の2 紙に取り上げてい

ただきました。

保llヶ谷|心こある県有地の売却にあたり、保育所整備の川途で

横浜市の制中を付けて随意契約に至ったものの、川途に反し転先さ

れてしまいました。県が鑑定価格を引き ﾄ げ゙たこともあり、ﾄ 記゙引Jljの

通り，県民の皆様から批判の声が上かっていました．随意契約は ｀
囃12年1゙ ijすｉ娶樗

般競争人札以上の適性さを担保しなければいけません．｢県と市町　　oI ‥ ｃ国 霜　　≪zz ≫ ，

村で許認可を確認す＆|｢ 契約違反して転売された場合には．買Ｍ ，ｕ‥リニー－Xf11 一　 元一一口.･

しマき4J;う延し実効性を商め４｣などの改善策膏引き出しま.L.だ・　　j
ΓΞﾐ し ∃E77 ぶ　jrx71

，
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{以Ｍ|･lj;神奈川新闘令和3年9月18113　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‾‾ ‾Ｔ二Ｔこ}１----･ ，

県 有 地の売 却に買い 戻し特 約も　 黒岩知事　　　　　　　　　　　　　　 号哭 Ｆ)

，　　　　　　㎜㎜■㎜
竹総理r詞|( 衆院2【洵 を支援していたか業経営 剔こ関わる県有地の売却を巡り、jM '

㎜ 　 ㎜ ㎜

y湯 治知事は1711､|今後1ま契約に辺反して転売された場介に県が買い戻しできる特約　 附 Ｏ　　　 ●Ｚ χll　　 ●:ZZ: ●l，

をＨし､より貰効性のある随点=契約Eこしたい｣と述べた。|･j】|｣の県議会本会繊で､須｢ll幸

平氏 泣 憲民ド党･民樺クラブ｣の･' 般価尚に答えた　　　　　　　　　　　　　　　　　 １

県右地売却を巡っては､不当な売却によ･Ｊて叫 こ損害を与えたとして､かながわ市虻オ　：

ンプズマン(代表幹･li･大川雖･=り弁護士ら)が仕民監査請求をしていたが、りit監査委以は

今年2刈jり|削･で請求を却ドしていた．

コ ラ ム ： 神 奈 川 の 明 日 に 種 を ま こ う ！

「政治は社会的弱者のためにある」を政治信条に、委

員会質疑刳こおいても障がい者雇用をテ ーマとして取り

上げてきました。今年度から は、須田こうへい事務所で

も障がい者雇用を実践し、健常者と同じ･給与水準で、政

務活動補助拠として現場で働いていただきました。

実感としては、コミュニケーションエラーが発生する

事もありますが。その「純粋さ」や「生真面目さ 」に感･

心する場面も多くありました。

埠がいもかけがいのない個牲

として尊重される「誰一人取り

残さない社金」の実現に向け、

今 後も 取 り組 んで ま いり ま す 。 選挙ポランラ＝イアでも大活鳳１
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｜次の選挙の論点とすべきは?
多 くの 県 民 の 皆 様 か ら 。｢衆 議 院 選 挙 の 争 点 が わ か

りにくい｣ との お 声 を 頂 戴 し まし た 。本 来 は｢ 成 長 と分 配｣

の 議 論 が 争 点 でし た が 、与 党 は 選 挙 協 力 体 制 へ の 批

阿`ば か りで 終 始 噛 み 合 わ な い 印 象 でし た 。少 子 高 齢 化･

人 口 減 少 社 会 に お け る 持 続 可 能 な 社 会 保 障 制 度 の あ

夏 ｔ 刄

に 期 待 し ます 。(聊･ にうへいのl 襄 な問篭意識はむ図の;瞳り。政 治

信条は「穏健保守～中道リベラル｣､さらにy改ｌ 推進派｣の立｡場です。j

ﾈｯﾄ 投票実現に向けた議論を
衆議 院選 挙の投 票 率は横 浜 市旭 区で52,67 ％、また

全 岡では 戦 後3 番｢|に低くなりました。特1こ若 者 世代 の。

投 票 率は低く、｢まっとうな民 主主 義| を実現 するための

課 題となっています。インターネット投 票の 実現は投 票 率

の 飛躍 的 向上 が期 待されます が、個人 情 報 漏洩 や、投

り

’殤抄

票先を強制されないか、などの懸

念もあります。ＤＸ(デジタル変孝)

を進めるにあたり、様々な視点での

議綸･検討を進めた上、自治体にも

債極的な導入検討を期持します。
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横浜市旭区鶴ヶ峰2-9-11

ビッグフィールド2F-2

須田こうへい事務所　行

FAX:045-44今9445

|111【11111d11｢||'1111 ｀11｢jl1111111111111‘11會11` 11111自||‘1111111111

| 地域課題解決に取り組みます!
｢ローリング族｣と呼ばれる暴走行為が旭区のこども

自然公園、南'側隣接地で行われておりました。

本会議で神 奈川県一讐に移動式オービスの利活用を

働きかけ、実際に暴走行為の取り締まりにも活川されて

います。移動式オービスは通学路にも設置できるため、

子どもたちの安心･安全にもつながります。

他にも、交通安全のため、構断歩道司)殻置など、地

域の声を届ける柘･動に力点をおいています。警察行政

の他、高校等の教育関連も神奈川県議会議員の所管

となります。旭区の皆様の声を県政に届けます。政治へ

のご意見、新型コロナ関連、地域要望等、須田こうへい

までぜひお寄せください。

| 学生インターンを募集しています!
須11に うへ い 事 務 所 では通 年 でインターンを募 集し

ています。県 政 課 題を自ら調 査してのインターンレポート

作 成( 実 際 に配 布します に 希望 者はマイクを持っての

街頭演説にもチャレンジします!!

須[|にうへいは｢若者の政治参加｣

を令力応援しています!I
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